

















　我が国の 65 歳以上の高齢者人口は，平成 27 年度
版の高齢者白書1）（2014 年 10 月総務省「人口推計」）
によると，過去最高の 3,300 万人となり，高齢化率
は過去最高の 26％になっている．また平均寿命は
男性 80.21 歳，女性 86.61 歳と延伸し，男性，女性
ともに高齢期が長くなり，日常生活に制限のない健
康寿命は，男性が 71.19 歳，女性が 74.21 歳であり

























―第 1 報―島根県雲南市 2 地域の居宅介護支援専門員のインタビュー調査から
石　橋　文　枝 1
Fumie Ishibashi：Requirements for Elderly Residents in Mountainous Areas 
Who Need Care to Continue Living at Home as Long as Possible: 
Results of Interview Survey with In-Home Care Support Experts in 
Two Area in Unnan, Shimane Prefecture
　本研究目的は，中山間地域で暮らす要援護高齢者が「できる限り在宅生活を継続する」ために必








































して選択した．島根県は 2011 年，2012 年は高齢化
率が全国第 2 位で，1975 年から 2009 年までの 30
年以上継続して高齢化率が全国 1 位の県であり，な
かでも今回は，高齢化率の高い雲南市を選択した．




た．調査地の Y 町は 2 地区からなり総人口 2,051 人
である．2 地区の平均高齢化率は 37.5％と高い．も










頭で説明し，承諾の得られた K 町 4 名（女性 3 名，
男性 1 名）と Y 町 2 名（女性 2 名），計 6 名を対象
とした．
（３）　データ収集期間









































　分析の結果，K 地域は，55 のラベルから 9 カテ

























































































































































































































導入困難な医療系サ ビース（6, 7）, 予防的観点からの訪問看護
の導入の必要性（8）,医療系サ ビース導入で安心できる生活（9）,

















馴染みのある施設の利用（13, 14, 15）,サ ビース利用の
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